
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

●
睡
蓮　
７
鉢

●
オ
モ
ダ
カ　
１
鉢

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ピ
ー　
１
鉢

日
開
野
町　

長
澄
茂
生
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

羽
ノ
浦
町　

住
瀬
保
市
様
か
ら
御

母
堂
ア
サ
ノ
様
の
香
典
返
し
に
か

え
て
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
23
回
阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

▼
手
作
り
鯉
の
ぼ
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
作
品
大
募
集
！

　

５
月
３
日
㈷
に
手
作
り
鯉
の
ぼ
り

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
規
定　
大
き
さ
は
８
㍍
以
内
で

風
雨
に
強
い
素
材
を
使
用
。

応
募
方
法　
４
月
28
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
者
に
は
景
品
が
あ
り
ま
す
。

▼
第
23
回
阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
自
然
と
人
情

味
豊
か
な
加
茂
谷
の
里
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

開
催
期
間　
４
月
18
日
㈪
〜
５
月
７

日
㈯
（
イ
ベ
ン
ト
： 

５
月
３
日
㈷　

午
前
10
時
〜
）
※
雨
天
順
延

会
場　
深
瀬
町
河
川
敷（
公
民
館
前
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
加
茂
谷

公
民
館(

☎
25

−

０
１
１
３)

へ

徳
島
東
部
都
市
計
画
ご
み
処

理
場
（
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
）
の
変
更
案
の
縦
覧

　

橘
町
小
勝
の
一
部
の
約
４
・
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
ご
み
処
理
場
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

期
間　
４
月
11
日
㈪
〜
25
日
㈪　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
土
・

日
曜
日
に
つ
い
て
は
本
庁
１
階
市
民

コ
ー
ナ
ー
）

※
変
更
案
に
対
し
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
限
り
、
意
見
書
の
提

出
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
☎
22

−

１
５
９
６
）
へ

【
４
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

4
・
11
・
18
・
25
日

船
瀬
温
泉

　
青
々
と
し
た
芽
生
え
の
季
節
「
青
春
」、
命
の
燃
え

る
情
熱
の
季
節
「
朱
夏
」、
白
い
光
の
季
節
「
白
秋
」、

く
ろ
ぐ
ろ
と
し
た
酷
寒
の
季
節
「
玄
冬
」。
中
国
で
は
、

古
来
、
四
季
の
移
ろ
い
を
４
つ
の
色
に
例
え
て
表
現
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
に
も
四
季
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

花
が
季
節
を
彩
り
ま
す
。

　「
世
界
中
で
日
本
の
桜
ほ
ど
愛
さ
れ
褒ほ

め
ら
れ
崇あ
が

め

ら
れ
て
い
る
花
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
清

廉
と
騎
士
道
と
名
誉
の
象
徴
で
あ
り
少
な
く
と
も
２
千

年
の
間
、
情
熱
を
も
っ
て
尊
重
さ
れ
た
春
の
祭
典
の
紋

章
な
の
で
す
。（
ア
メ
リ
カ
の
女
性
旅
行
作
家
エ
リ
ザ
・

シ
ド
モ
ア
）」

　
万
物
が
胎
動
し
だ
す
春
。
こ
の
花
は
い
っ
せ
い
に
枝

え
だ
に
咲
き
、
お
び
た
だ
し
い
落
花
と
な
っ
て
四
方
に

散
ら
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
桜
は
刹せ
つ

那な

刹
那
、
を
愛
惜
す

る
心
を
教
え
る
花
で
も
あ
り
ま
す
。「
サ
ク
ラ
」
と
い

う
名
は
、
稲
の
神
様
を
示
す
「
サ
」
と
、
そ
の
神
が
座

る
神
座
を
示
す
「
ク
ラ
」
と
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
稲

の
神
様
が
宿
る
木
」
と
い
う
意
味
に
由
来
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
太
古
か
ら
桜
の
花
で
稲
の
実
り
具
合
を
占
う
信
仰
が

生
ま
れ
、
人
々
は
桜
の
木
の
下
に
集
ま
っ
て
稲
の
神
様

を
酒
で
も
て
な
し
桜
が
散
ら
な
い
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。

こ
の
豊
作
を
祈
る
神
事
が
〝
花
見″
の
起
源
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
桜
を
愛め

で
る
春
は
、
人
々
が
新
し
い
舞
台
に
立

つ
季
節
で
す
。
新
入
生
、
新
入
社
員
、
人
事
異
動

等
々
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
新
し
い
ド
ラ
マ
が
始
ま

り
ま
す
。

　
先
日
、
市
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
お
手
紙
に
、

こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
プ
ロ
野
球
の
ス
タ
ー
選
手

が
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
な
っ
て
以
来
「
頑
張
れ
」

と
い
う
言
葉
が
苦
手
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ァ

ン
の
高
校
生
か
ら
の
励
ま
し
の
手
紙
に「
顔が
ん

晴ば

れ
」

っ
て
書
い
て
く
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
「
が
ん
ば

れ
」
は
「
顔
が
晴
れ
る
」、
つ
ま
り
「
笑
顔
で
や

ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
励
ま
し
の
言
葉
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　　
春
と
い
う
言
葉
の
語
源
は
「
張
る
」、「
発は

る
」、

「
晴
る
」、
田
畑
を
「
懇は

る
」
か
ら
き
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
新
し
い
舞
台
に
立
た
れ
る
皆
さ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
「
顔が
ん

晴ば

っ
て
」
く
だ
さ
い
。

「
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
た
つ
」（
高
浜
虚
子
）

−
〝
さ
く
ら
〟そ
し
て〝
春
〟

−

－

市
長
通
信

－

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁
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平
成
23
年
度
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

年
金
相
談

&
Q

A

Q
20
歳
の
学
生
で
す
が
、
収
入

が
な
い
の
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A 

学
生
は
本
人
に
一
定
額
以
上

の
所
得
が
な
け
れ
ば
、
保
険

料
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

場
合
は
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
年
金
手
帳
、

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

（
申
請
者
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場
合

は
不
要
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一
度
承

認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、
在
学
期

間
中
は
毎
年
３
月
下
旬
に
は
が
き
形

式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
日
本

年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ

阿
南
に
つ
い
て

　

月
１
回
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
た
り
、
調
理
実
習
や
生
活
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

対
象　
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
で
あ

る
統
合
失
調
症
の
方
及
び
ご
家
族
の

方
。（
参
加
に
際
し
て
は
、
医
師
の

意
見
書
が
必
要
で
す
。）

日
常
生
活
用
具

給
付
等
に
つ
い
て

●
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業

　

次
の
方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対

象
の
１
３
０
疾
患
及
び
関
節
リ
ウ
マ

チ
患
者
の
方
▼
在
宅
で
の
療
養
が
可

能
と
医
師
に
判
断
さ
れ
た
方
▼
介
護

保
険
法
、
老
人
福
祉
法
、
障
害
者
自

立
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象
と
な
ら

な
い
方

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
に
日
常
生

活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

対
象
者　
平
成
24
年
３
月
末
ま
で

に
完
成
で
き
る
方
。（
た
だ
し
、

す
で
に
着
工
さ
れ
て
い
る
方
な
ら

び
に
下
水
道
法
第
４
条
第
11
項
の

認
可
を
受
け
た
区
域
、
伊
島
地
区

生
活
排
水
処
理
事
業
区
域
、
春
日

野
地
域
下
水
道
事
業
区
域
、
豊
香

野
地
区
生
活
排
水
処
理
事
業
区
域

及
び
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
処

理
区
域
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
対

象
区
域
に
つ
い
て
は
事
前
に
環
境

保
全
課
ま
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。）

補
助
金
等　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
る
。

（
参
考
）
平
成
22
年
度
補
助
金
額

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
〜
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
〜
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
11
月

30
日
㈬
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま

で
。）
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
申
請
の
順
に
従
っ
て
交
付
す
る

方
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
の
提
出
は
、
必
要
書
類

を
添
付
の
う
え
、
原
則
と
し
て
浄

化
槽
設
置
工
事
の
初
日
の
８
日
前

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

③
設
置
場
所
の
案
内
図

④
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

し
⑤
浄
化
槽
の
構
造
図

⑥
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑦
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
、

賃
貸
人
の
承
諾
書

⑧
登
録
証
の
写
し
及
び
登
録
浄
化

槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑨
浄
化
槽
設
備
士
免
状
及
び
小
規

模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技
術

特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑩
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑪
浄
化
槽
法
第
７
条
及
び
第
11
条

検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑫
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

−

３
４
１
３
）
へ

住宅用火災警報器設置期限	５月31日
■設置しなければならない住宅等　
・戸建て住宅　・店舗併用住宅　・共同住宅等
■設置しなければならない場所
・すべての寝室　・２階に寝室がある場合は階段上部
■推奨する場所　台所
問い合わせは　消防本部予防課（☎22−3799）へ

重度障がい者の方へ
補助制度をご活用ください

　重度障がい者（身体障害者手帳１・２級または療育
手帳Ａを所持者 ) の方で、住宅用火災警報器の設置が
まだお済みでない方は、日常生活用具給付等事業の補
助制度をご活用ください。
　なお、避難困難者に限るなど条件がありますので、
くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　福祉課（☎22−1592）へ
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固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地・家
屋
）の
縦
覧

　

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
の
価
格

（
評
価
額
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
２

日
㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の
納

税
者
や
代
理
人
で
す
。
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
例
：
運
転
免
許
証
等
）

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無
料

で
す
。
ま
た
、
名
寄
せ
帳
（
ご
自
身

が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も
縦

覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
（
た
だ

し
、
コ
ピ
ー
代
と
し
て
１
枚
に
つ
き

10
円
が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
の
社
会
参

加
促
進
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
で
こ
れ
ま
で

に
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

日
時　
４
月
26
日
㈫
〜
10
月
４
日
㈫

の
毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館（
21
世
紀
室
）

内
容　
入
門
過
程
講
習（
講
義
３
回
・

実
技
20
回
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
必
要
）

募
集
人
数　
40
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
電
話
も
し
く
は
窓
口
に

て
４
月
22
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課

（
☎
22

−

１
５
９
２
）
へ

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
24
年
成
人
式
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
会
議
は
５
回
程
度
開
催
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格　
▼
新
成
人
（
平
成
３
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
▼
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
方
法　
電
話
も
し
く
は
窓
口
に

て
４
月
21
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学

習
課
（
☎
22—

３
３
９
１
）
へ

※
各
公
民
館
で
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

第
35
回
成
人
大
学
受
講

生
・
運
営
委
員
募
集

　

下
表
の
日
程
で
成
人
大
学
を
開
講

し
ま
す
。
学
習
意
欲
の
あ
る
受
講
者

お
よ
び
講
座
の
企
画
・
運
営
に
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
１
５
０
人
程
度

受
講
料　
年
間
１
５
０
０
円

※
別
途
費
用
が
必
要
な
場
合
あ
り
。

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
運
営
委
員
希
望
の
有
無

を
記
入
の
う
え
、
４
月
22
日
㈮
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７

４

−

８
５
０
１　

阿
南
市
富
岡
町
ト

ノ
町
12
番
地
３　

生
涯
学
習
課
（
☎

22

−

３
３
９
１
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

新
た
な
詐
欺
の
手
口
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
銀
行
協
会
職
員
や
銀
行
員
、

警
察
官
な
ど
に
な
り
す
ま
し
て
、
口

座
番
号
や
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
っ

て
預
金
を
不
正
に
引
き
出
さ
せ
る
被

害
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

平成23年度　阿南市成人大学講座実施計画
講　座 日　　　　時 会　　場 テーマ 内　　　　容 講　　　　師

第１回 ５月25日㈬  18:30〜 ひまわり会館 ◇開講式
（未定） 講演（未定） 徳島県知事

第２回 ６月16日㈭  19:00〜 ひまわり会館 文　化 講演「阿南の歴史」 埋蔵文化財センター
島田臣彰さん

第３回 ７月10日㈰    9:00〜
  13:00〜

羽ノ浦地域
交流センター 生きがい 体験「陶芸をしよう」 和

かのうがま

窯　和田　拡さん

第４回 ９月７日㈬  19:00〜 スポーツ総合
センター 健　康 体験「カローリング」 阿南市カローリング協会

第５回 10月予定 未　定 現地研修 未　定 未　定

第６回 11月16日㈬ 13:30〜
  18:00〜 ひまわり会館 調理実習 実習 「健康食」 保健センター管理栄養士

第７回 12月7日㈬   18:00〜
  19:00〜 科学センター 天　文 体験「月と木星を見よう」 科学センター指導員

第８回 平成24年１月予定 未　定 生涯学習推進
大会参加 未　定 未　定

第９回 平成24年
２月21日㈫  18:30〜 ひまわり会館 人　権

◇閉講式

講演「男女共同参画をふま
えて・食育！FOODと風土
をつむいで」

フードコーディネーター
渡辺純子さん
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